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付加体地質学と100万分の1日本地質図改訂

木村克己1)

1.はじめに

100万分の1日本地質図の第3版が昨年刊行され

た.1978年の第2版の出版以後,地質学は著しい

発展をとげ,改訂版において日本地質図は大きく塗

り替えられることとなった.中･古生界について改

訂された革新的な内容は,日本列島の土台がおもに

古生代後半から中新世にかけて次々と大陸縁に形成

された付加体から構成されることを表現した点であ

る.第2版ではこれらの中･古生界基盤は地向斜

造山論にたって地層･地質構造区分がなされてい

た.一方,表層の堆積岩類については殆ど変更はな

し･.

1980年以降放散虫などの徴化石層序学とプレｰ

ト造山論の発展を基礎として,付加体地質学ともい

うべき新しい地質のとらえ方が定着した.日本の広

い地域において野外での地質調査と詳細な年代決定

に基づいて,海洋プレｰトの沈み込みによって形成

された付加コンプレックスの地質年代と地質構造が

明らかにされてきた.1980年以降出版された｢八

幡｣･r大竹｣･r五日市｣･r綾部｣･r福知山｣な

どの5万分の1地質図幅はこのような新しい付加

体地質学に基づいている.

本小論では,陸上における付加コンプレックスの

研究の基礎をなす付加体地質学の内容を中心に解説

し,そしてこれらが改訂版日本地質図にどのように

表現されているかを簡単に紹介する.

2.付加体地質学

付加体地質学以前の伝統的た地質調査法では,地

層の年代を産出が限られる大型化石に依存し,野外

での地層の相互関係の決定は露頭条件や直感的な判

断に大きく左右されていた.そのため,多くの場合

地層の上下関係を層位的上下関係とみなしがちであ

った一たとえ,幅数10cmの断層露頭を上位のチャ

ｰトと下位の頁岩との間に見つけても,その規模の

断層は一般に普遍的に認められるため重要な意味を

もた造ることができなかった.また,地層は走向方

向によく連続するという先入観から,谷ぞいに露出

する厚さ数10mのチャｰト岩体は,何kmも走向

方向に延長して表現された.その結果いわゆる優地

向斜性堆積物は層厚1万メｰトル以上に達するも

のととらえられがちであった.これらの野外での地

質調査の方法や見方は,まず堆積物の器たる堆積盆

があり,その中に堆積物が埋積したとする静的な地

質観にたっている.

一方,1970年代中頃にはすでに現世のプレｰト
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第1図南海トラフのマルチチャンネル記録の解釈図

SPで200の距離は10k㎜に相当する.多重デコルマン帯はアウトオブシｰクェンス･スラスト帯に相

当する､(加賀美ほか,1983より)

1)地質調査所地質部

キｰワｰド1100万分の1日本地質図,美濃帯,美濃一丹波帯,

付加体,付加コンプレックス,スラスト,デコノレ

マ面
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第2図

堆積物が卓越する付加体の模式断

面.

海溝を充填する堆積物の上部は覆

瓦スラストによってはぎ取られ

(o鴉｡raping),付加体に付け加わ

るが,下都は初め付加体の下に沈

み込み,深部で付加体の底に付け

加わっている(mde㎎1ating).

(Samp1e&Moore,1987より)

収束域での海洋地質学的研究から,大陸縁および島

弧下への海洋プレｰトの沈み込みによって形成され

る付加体の概念とその形成機構が示された.その

頃,勘米良･坂井(1975)によっていちはやく四万

十累層群を現世の付加体に比較する見解が提示され

たが,付加体の地質学が陸上の地質研究で展開され

るのは,徴化石の生層序学的研究が進歩･流布した

1980年代に入ってからのことであった.

A.付加体(a㏄reti㎝班ywe吐geoリris㎜)の概要

付加体は,プレｰト収束場において構造的に形成

された,細長いウエッジ状の形をなす累積体であ

り,陸側に傾斜するスラストが発達している.海洋

プレｰトの沈み込みに伴って,海洋フレｰトから付

加体の前縁ないし底に一堆積物や一都火成岩類が付け

加わることによって付加体は成長する.

現世の付加体について,音波探査断面と深部海底

掘削によってその地質構造の概要は明らかにされて

きている(例えば小川･石丸,1989の解説参照).

付加体はデコルマ面(deco11ement)により沈み込む

海洋プレｰトと境され,付加体の内部は先端都から

陸側にかけて,覆瓦スラスト帯(imbricatethmst

ZOne),アウトオブシｰクェンス･スラスト帯(Out-

of-sequencethmstzone)などの一連のスラストの

発達で特徴付けられる構造帯が識別されている(第

1図).デコルマ面の上にある海洋プレｰト上の堆

積物は,付加体前縁において,覆瓦スラストによっ

て沈み込む海洋プレｰトからはき取られ,付加され

る.一方,音波探査断面では明瞭ではないが,デコ

ルマ面の下位にあって付加体の下に沈み込んだ堆積

物も,一部はデコルマ面の下方への移動にともなっ

て付加体に底付げ(unde叩1ating)される.その結

果,古いデコルマ面とその下に新しく生じたデコル

1994年10月号

マ面の2つのスラストに挟まれて,断層で囲まれ

たスライスが瓦を積み重ねたように配列する,特徴

的なデュｰフレックス構造(例えば村田,1988を参

照)が形成されると考えられている(第2図).高圧

型の変成岩類は,付加体の下,およそ30㎞以深

まで沈み込み,深部で付加体に付け加わり,変成作

用を受けた岩石類である.

付加体前縁に順次新しく堆積物が海洋プレｰトか

らはき取られ付け加わるため,付加した堆積物の年

代は海洋側に向かって若くなる.

彊.陸上の付加コンプレックスの諸特徴

付加コンプレックスは,整然とした地層群がスラ

ストにより繰り返す覆瓦構造ユニットと,混在相の

卓越で特徴づけられるメランジュユニットに区分さ

A.メランジュユニット
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第3図
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第4図

付加体におけるメランジュの形成

機構を示す模式図

a:海底地滑り

b:スラストにそう勇断変形

C:ダイアピル

(Cowan,1985より,一部修正)

口上部ジュラ系(1)

ロコ中都ジュラ系

回下部ジュラ

団コ上部三畳系

口中部三畳系
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第5図

木曽川に沿うチャｰトｰ砕屑岩ユニットの地質図

この図は,チャｰトと珪質粘土岩からなる遠洋

性堆積岩層(図中のCH-1-4)とタｰビダイトと

頁岩からたる砕屑岩層とが断層で繰り返してい

ることを見事に示している.(Yaoeta1.1980よ

り)

れる.

覆瓦構造ユニットは,付加体前縁に到達した海洋

プレｰト上の堆積物のうち,デコルマ面より上位に

あった堆積体が覆瓦スラストによって,地層の混在

化を伴うことなく付加されたユニットであるとみな

せる.一方,メランジュユニットは,第3図に示

したように,混在岩とスラブからなる.その地層の

破断･混在化の成因としては,オリストストロｰ

ム,ダイアピノレ,そしてスラストの活動に伴う勇断

変形の3つのモデルが考えられている(第4図).

愛知県犬山地域の美濃帯について,Yaoeta1.

(1980)が初めに豊富な徴化石のデｰタｰに基づい

て,チャｰトと砕屑岩類からたる地質体について,

初生的層序とそれが断層で繰り返す覆瓦構造を形成

していることを示した(第5図).犬山地域のチャ

ｰトｰ砕屑岩ユニットは,比較的浅いレベルでの付

加体の付加過程に比較することができる.Ki㎜ura

&Hori(1993)は,そこに発達するスラスト･摺曲

の構造形態やその運動像の特徴と,現世付加体の内

部構造との比較に基づいて,付加体の浅いレベルで

進行している剥ぎ取り付加作用を復元した.以下に

このモデルを一部改良した付加過程のモデルを示す

(Kimura,1993MS,第6図).

①堆積層序が付加体の変形フロント(defomat-

ionfront)にさしかかるとき,デコルマ面は初めに

珪質泥岩層の層準に発生する.

②デコルマ面の層準より上位の地層は,付加体フ

ロントで連続的に前方に発達していく覆瓦スラスト

により変形をうける.

地質ニュｰス482号�



付加体地質学と100万分の1日本地質図改訂

一17一

ηト外ぐ淋ト帯｣納､ぷll㍍__∫11

市.

ouト｡f-seq-thrust

1牛瀞n嵩鱒泓､､

�楴楡瑩潮潦

������

･幾｡

一ド｣』]｣km･･hl･･1…g･2

第6図チャｰトｰ砕屑岩ユニットの剥ぎ取り付加過程のモデル(Kimura,1993)

図中の四角(D)の部分が現在地表に露出している.図の中で,海溝を充填している堆積物の層序は,海

洋地殻(C)の上に,下部から上部へ順次,珪質粘土岩･層状チャｰト(B),珪質泥岩(A･B境界付近),

砂岩タｰビダイト等を主とする陸源砕屑岩類(A)が重なっている.

③デコルマ面は最下部の珪質粘土岩層(Si1iCeouS

C1ayStone)までステップダウンする.その結果初期

のデコルマ面の層準との間にある堆積物(層状チャ

ｰトや珪質粘土岩層)は,摺曲を伴ったデュｰフレ

ックス構造を形成して付加体基底に底付けされる.

④引き続きこれらの変形体は,初期の覆瓦スラス

トの一部が再活動し,さらに下方へ延長した覆瓦ス

ラストの活動によってさらに厚みを増し,大規模な

覆瓦スラスト構造をなす.

⑤最後に新しく発生した低角なアウトオブシｰク

ェンス･スラストが,付加体内の構造を切って活動

し,付加体は著しく厚みを増す.

上記の変形過程を現世の南海トラフ付加体の構造

区分(第1図)と比較すると,①は前縁スラストよ

り海側のプロトスラスト帯,②一④は覆瓦スラスト

帯,⑤は多重デコルマン帯の変形過程にそれぞれ対

比できる.

初生的な層序とは,海洋プレｰトが海嶺で生成し

た後移動し,大陸ないし島弧下に沈み込むまでの堆

積場の変遷を反映している(第7図).理想的には,

下部から上部へ向かって,海洋地殻の玄武岩質火山

岩類,遠洋性堆積物,半遠洋性堆積物,粗粒陸源砕

屑物が順次重なる(第7図).この層序は海洋プレ

ｰト層序とも呼ばれる.このうち,遠洋性および半

メランジュ

園＼一

七ぷ1胃㍉

､娑1清二{忙

第7図

海洋プレｰト層序の

形成過程を示す模式

図

(脇田,未公表原図)
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第8図100万分の1日本地質図第3版の付加コンプレックス関連の凡例
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第9図先新第三紀の日本列島地体構造図(Wa遍ta,1992より)

遠洋性堆積物の年代幅は海洋プレｰトの年齢を,粗

粒砕屑物の年代は堆積物が付加された年代,すなわ

ち付加体の形成年代を近似する(Isozakieta1.,

1990).この海洋プレｰト層序は覆瓦構造ユニット

だけではなくメランジュユニットについても,スラ

ブに保存されている層位的関係,そしてスラブや小

岩塊を構成する各岩相の徴化石年代から復元するこ

とができる.

C.陸上の付加体の野外地質学

以上に述べたことから,陸上の付加体の野外地質

学を進める上での基本は,以下の2点にまとめら

れる.詳細は六号の栗本(1994)に記述されている.

(1)各地質体の構成岩石について,保存された層位的

関係と化石年代に基づいて初生的な層序を復元す

る.その特徴は,地層区分･対比の基準となる.

(2)岩相･年代･変形構造･変成条件などの特徴が共

通する地層のユニットを,様々なオｰダｰで識別

し,各ユニットの関係を明らかにする.すなわち,

様序たオｰダｰのスラストシｰト,メランジュの基

1994年10月号

質とブロック･スラブ,累層に相当する構造層序単

位を定める.

3,100万分の1日本地質図第3版での付加体

の表現

第8図に100万分の1日本地質図の凡例のうち,

付加コンプレックスに関連するものを抜き出して示

した.同凡例において,｢付加コンプレックス｣と

して非たいし弱変成岩類からなる付加コンプレック

スを含め,それらは堆積岩類卓越と火成岩類卓越型

とに大きく2分されている.堆積岩類卓越タイプ

については,陸源砕屑岩類の年代に基づいて推定し

た付加形成年代を,各コンプレックスのコラムの長

さによって表現し,遠洋性堆積岩類のチャｰト及び

石灰岩と玄武岩類を黒地性岩体としてそれらの年代

幅をコラムとは別に示した.陸源砕屑岩類は,同時

期に付加した岩石の中で最も若く付加直前の年代を

示していると考えられる.また,黒地性岩体の年代�
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幅によって,沈み込んだ海洋プレｰトの年齢を想定

することができる.これらの年代に基づいて堆積岩

類卓越タイプの付加体は11に区分されている.

一方,変成岩類からたる付加コンプレックスは,

凡例においてr変成岩類｣としてまとめ,変成作用

の圧力型,変成年代,そして原岩の年代をもとに

10に区分され,それぞれについて,変成年代をコ

ラムの長さ,原岩年代を[コ中に記号で示してい

る.

西南日本でみると,日本海側から太平洋側にむか

って,先二畳紀(C:海洋プレｰト層序は不明),二

畳紀(P),ジュラ紀一白亜紀初期(内帯のJ1-2,

J2-3,外帯のJ1-3,K1),白亜紀(K1-2,K2),古

第三紀(PG2-3,PG3-4)としだいにより若い付加形

成年代をもつ付加体が順次配列している.第9図

に示された西南日本の先新第三紀の日本列島の地体

構造区分と比較すると,100万分の1日本地質図の

おもに堆積岩からなる付加体はそれぞれ,Cはa,

Pはb,J1-2･J2-3は｡,J1-3･K1はd,K1-2･K2

はe,PG2-3･PG3-4はfにそれぞれ対応している.

これらの付加体の配列は,海洋プレｰトの沈み込

みによって形成された付加体が大陸縁から海洋側に

向かって順次成長していった地殻発達史を反映して

し･る.
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